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単施設研究用 

IRB 番号「2016-1140」  研究課題名「去勢抵抗性前立腺癌の骨転移を対

象としたα線放射性治療薬（223RaCl2）のイメージングと定量的な画

像バイオマーカーの検討」 

 

１． 研究の対象 

平成２８年７月１日より平成３１年３月３１日までに、去勢抵抗性前立腺患者の内

Ra-223 治療を受けた（受ける）患者を対象とする。 

 

２． 研究目的・方法 

目的・意義：意義及び目的： 

これまで、骨転移の治療効果判定は、画像により評価ができないとなっている。今回新規骨転移治

療薬 Ra-223 が、去勢抵抗性前立腺癌患者において、臨床使用可能となった。去勢抵抗性前立

腺癌患者においては、前立腺癌特異高原（ＰＳＡ）が判定に使用しにくいという事もあり、骨転移治

療効果を測定する指標の確立が急務である。そこで、Ra-223 治療を行う患者の骨転移治療効果

判定に有用な方法を検討し、確立することは非常に重要である。 

方法：去勢抵抗性前立腺癌患者において Ra-223 治療を行う患者の、Ra-223 画像、骨シンチ

（Bone Navi, SPECT/CT）などの画像を収集し、レトロスペクチブに、他の臨床指標、予後（ＳＲＥな

ど）と比較検討することにより、Ra-223 画像、骨シンチ（Bone Navi, SPECT/CT）などの画像のうち

骨転移の効果判定指標に適した画像バイオマーカーを見つける。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：病歴、抗がん剤治療の治療歴、副作用等の発生状況、カルテ番号 等 

 

４．お問い合わせ先 

 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  公益財団法人がん研究会有明病院 

〒135-8550 東京都江東区有明三丁目 8番 31 号 

実施責任者：核医学部・部長・小泉満・03-3570-0204(内線:7454) 
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